
来
場

万
人
、教
育
旅
行
で
道
内
外
か
ら

校
が

ウポポイ（民族共生
象徴空間）が開業１周年
～アイヌ民族の歴史・文化を未来につなぐ～
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ウポポイ全景

家族で訪れた来場者

コタンを見学する子供たち

野外ステージでの踊りアイヌの衣装

古
式
舞
踏
の
上
演

ム
ッ
ク
リ
（
口
琴
）
の
体
験

木
彫
り
体
験

刺
し
ゅ
う
体
験

伝
統
料
理
「
オ
ハ
ウ
」

伝統的コタン 儀礼

　
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の
文
化

復
興
拠
点
と
し
て
国
が
北
海

道
白
老
町
に
設
置
し
、
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
財
団
が
管
理
運

営
す
る
「
民
族
共
生
象
徴
空

間
」（
愛
称
・
ウ
ポ
ポ
イ
）
が

７
月

日
、開
業
１
周
年
を

迎
え
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
、
開
業
が
当
初

の
４
月
か
ら
７
月
に
ず
れ
込

み
、
開
業
後
も
感
染
防
止
対

策
の
た
め
１
日
の
入
場
者
数

を
制
限
。
さ
ら
に
今
年
６
月

に
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
て
一
時
休
園
と
す
る
な

ど
、
苦
心
の
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

来
場
者
数
の
実
績
は
、
約


万
人（
７
月

日
現
在
）と
、

当
初
目
標
の
４
分
の
１
に
と

ど
ま
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

制
約
が
多
い
中
、
多
く
の
人

が
ウ
ポ
ポ
イ
を
訪
れ
、
ア
イ

ヌ
文
化
の
世
界
に
触
れ
る
機

会
を
持
っ
た
。

　
な
か
で
も
教
育
旅
行
で
の

利
用
が
目
立
ち
、
道
内
外
か

ら
７
４
８
校
、
５
万
８
３
５

４
人
の
生
徒
た
ち
が
来
場
。

　
博
物
館
の
展
示
や
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
古
式
舞
踊
の
見

学
、
ム
ッ
ク
リ
（
口
琴
）
の

制
作
体
験
な
ど
を
楽
し
み
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
・
文
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

　
ま
た
、
地
元
白
老
町
に
お

い
て
も
、
ウ
ポ
ポ
イ
の
影
響

は
大
き
く
、
隣
接
地
で
の
大

型
ホ
テ
ル
の
建
設
や
、
町
中

心
部
で
の
土
産
品
店
や
食
事

処
の
開
業
、
ガ
イ
ド
組
織
の

結
成
な
ど
、
観
光
や
町
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

活
発
に
な
っ
て
い
る
。

　
開
業
１
周
年
、
そ
し
て
、

２
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ウ

ポ
ポ
イ
。

　
博
物
館
で
は
、
７
月
３
日

か
ら
８
月

日
ま
で
、
ア
イ

ヌ
の
少
女
ら
が
活
躍
す
る
人

気
漫
画
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
」
の
特
別
展
を
開
催
。
７

月

日
か
ら
夜
の
営
業
日
に

は
、
ア
イ
ヌ
神
話
を
テ
ー
マ

に
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
も
始
め
た
。

　
財
団
で
は
、引
き
続
き
、感

染
対
策
と
同
時
に
、
来
場
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
ホ
リ
デ

ィ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実
、
予
約
シ
ス
テ
ム

の
改
善
な
ど
、
よ
り
多
く
の

人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

理
解
の
深
め
て
も
ら
う
取
り

組
み
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
そ
こ
で
、
開
業
１
周
年
を

迎
え
た
ウ
ポ
ポ
イ
を
紹
介
す

る
。

人
気
漫
画「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム
イ
」の
特
別
展

　
愛
称
「
ウ
ポ
ポ
イ
」

　
民
族
共
生
象
徴
空
間
の
愛

称
の
「
ウ
ポ
ポ
イ
」
は
、
ア

イ
ヌ
語
で
「
お
お
ぜ
い
で
歌

う
こ
と
」
の
意
。
ア
イ
ヌ
文

化
の
復
興
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
愛
称
と
し
て
選
び
、
一
般

投
票
を
行
っ
て
決
め
ら
れ

た
。

　
ウ
ポ
ポ
イ
は
、
白
老
町
ポ

ロ
ト
湖
畔

・
６
㌶
の
敷
地

に
国
が
２
０
１
７
年
か
ら
総

工
費
約
２
０
０
億
円
を
か
け

て
建
設
。
昨
年
７
月

日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

の
ほ
か
、体
験
交
流
ホ
ー
ル
、

体
験
学
習
館
、
工
房
、
伝
統

的
コ
タ
ン
（
集
落
）
な
ど
が

あ
る
民
族
共
生
公
園
と
慰
霊

施
設
で
構
成
。

　
博
物
館
で
は
特
別
展
も

　
入
場
し
て
正
面
に
あ
る
の

が
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
で
、

ポ
ロ
ト
湖
と
広
場
を
前
に
し

て
建
つ
２
階
建
て
の
近
代
的

な
建
物
。
ア
イ
ヌ
民
族
を
テ

ー
マ
と
し
た
初
の
国
立
博
物

館
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史

や
文
化
を
た
ど
る
貴
重
な
資

料
約
１
万
点
を
収
蔵
し
、
常

時
８
０
０
点
を
展
示
。

　

年
ほ
ど
前
に
道
東
の
厚

岸
町
で
発
掘
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
丸
木
舟
「
イ
タ
オ
マ
プ

チ
」
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、

随
時
、
特
別
展
な
ど
も
開
催

す
る
。

　
交
流
ホ
ー
ル
な
ど
で

　
博
物
館
の
左
手
に
は
、
体

験
交
流
ホ
ー
ル
と
体
験
学
習

館
が
あ
り
、
半
円
形
の
ス
テ

ー
ジ
を
囲
む
客
席
の
体
験
交

流
ホ
ー
ル
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
を

上
演
。
ス
テ
ー
ジ
が
近
く
、

出
演
者
の
表
情
を
身
近
に
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
隣
の
体
験
学
習
館
で
は
、

教
育
旅
行
で
の
食
体
験
の
ほ

か
、
来
場
者
が
伝
統
楽
器
の

演
奏
や
調
理
な
ど
の
体
験
が

で
き
る
。

　
工
房
や
チ
セ
で
は

　
博
物
館
の
右
手
に
は
、
木

彫
り
、
刺
し
ゅ
う
の
製
作
実

演
の
見
学
や
体
験
が
で
き
る

工
房
と
、
茅
葺
き
家
屋
「
チ

セ
」
で
つ
く
る
ア
イ
ヌ
民
族

の
伝
統
的
な
集
落「
コ
タ
ン
」

が
あ
る
。
「
チ
セ
」
の
中
で

は
、
ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し
の
解

説
や
口
承
文
芸
の
実
演
も
行

わ
れ
る
。

　
中
央
部
に
あ
る
の
が
ポ
ロ

ト
湖
か
ら
の
爽
や
か
な
風
を

受
け
る
広
場
と
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
、
こ
こ
で
も
伝
統
芸
能

な
ど
の
披
露
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
入
場
口
の
あ
る
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
棟
に
は
、
案
内

所
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
の
伝
統

料
理
を
出
す
レ
ス
ト
ラ
ン
や

記
念
グ
ッ
ズ
を
扱
う
売
店
が

あ
る
。

　
開
園
時
間

　
平
日
が
午
前
９
時
～
午

後
６
時
（
７
月

日
～
８

月

日
は
午
後
８
時
、


月
１
日
～
３
月

日
は
午

後
５
時
）
、
土
日
祝
日
が

午
前
９
時
～
午
後
８
時

（

月
１
日
～
３
月

日

は
午
後
５
時
）
。

　
休
園
日

　
毎
週
月
曜
（
祝
休
日
の

場
合
は
翌
日
以
降
の
平

日
）
と
年
末
年
始
（

月


日
～
１
月
３
日
）
。

　
入
場
料
（
税
込
み
）

　
大
人
１
２
０
０
円
（


人
以
上
の
団
体
は
９
６
０

円
）
、
高
校
生
６
０
０
円

（
同
４
８
０
円
）
、
中
学

生
以
下
は
無
料
、一
部
、有

料
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
１
４
４
（
８
２
）

３
９
１
４
。


